
平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．４３（当初計画： ．４６） 東北森林管理局No No

取 組 名 アカマツ林における森林施業の技術交流(継続）

流 域 名 久慈・閉伊川流域（久慈）

重点事項番号 ③－３１

実施箇所及び 平成２４年１１月２０日（火）
実施日 岩手県九戸郡野田村和佐良比山国有林８５林班い 小班外5

取組の背景及 久慈地方には天然アカマツとして名高い「侍浜マツ」が生育
び必要性 しており、南部アカマツ振興センターにおいては「アカマツの

復権とブランド強化」の取組が開始されている。
また、当支署管内の人工林の樹種別割合はアカマツが５５％

となっており、その齢級は５～９齢級が９割を占め、間伐を中
心とする森林整備の時期を迎えている。
このことから、地域関係団体と連携を深めながら、森林整備

の技術交流により、一層の森林資源の充実など地域の産業の活
性化につなげる必要がある。

【これまでの取組内容】
南部アカマツ振興センターによるセミナー等の開催に出席に

よる取り組み等への参加。
【平成24年度の取組内容】取 組 の 内 容
南部アカマツ振興センターと連携し、アカマツ人工林森林施

業技術交流会を開催 アカマツ人工林における森林整備事業(利、
用間伐)状況から、アカマツ人工林施業による間伐材の利用、
活用方法等について意見交換により今後の施業に役立てるため
取り組みをした。

国有林担当 森林整備箇所等のフィールドの提供。開催。
部局・役割

連携協働相 南部アカマツ振興センター会員への出席要請
手先・役割 及び講師の派遣依頼

取組の結果、 現状の丸太の欠点から利用拡大を図る問題等について意見交
反響、今後の 換ができた。今後は、アカマツ材を利用している事業所(集成
課題等 材・パルプ)の利用にあたっての問題点を把握、意見交換を実

施する必要がある。

ＰＲの実施状 生産材と利用状況、問題点を把握し、アカマツ間伐材の利用
況及びその期 促進をはかる。
待する効果



【 参 考 資 料 】

取 組 名 アカマツ人工林森林施業技術交流会

開催の挨拶 生産事業（間伐の状況）の説明

アカマツ間伐材の確認 アカマツ間伐材の確認

間伐事業現場説明 アカマツ製材者からの活用法等の説明



平成２４年度 実施メニュー実施結果表

．４４（当初計画： ．４７） 東北森林管理局No No

取 組 名 地元自然保護団体主催の森林観察及び森林教室への協力
(継続）

流 域 名 久慈・閉伊川流域（久慈）

重点事項番号 ⑥－６１

実施箇所及び 第１回平成２４年６月１０日（日）
実施日 九戸郡洋野町種市字種市岳国有林１９３林班外

第２回平成２４年１０月１２日(金）久慈市侍浜町外

取組の背景及 河川の清掃活動等を行っている「くじ・川の会 （市内自然」
び必要性 保護団体）から、川の上流部にある森林について観察・学習し

たいとの要望があり、下流域の住民に森林・林業を理解しても
らう上で極めて有意義なことと考え、平成７年度から実施して
いる。

【これまでの取組内容】
「くじ・川の会」の依頼を受け、開催場所、テーマ等を決定

し資料を作成、講師を派遣して森林教室を実施。
【平成24年度の取組内容】取 組 の 内 容
春は、｢北上山地北端の山「種市岳」の新緑を訪ねて」のタ

イトルで川の会１８名、支署５名で実施。
秋は、｢海岸林の再生試験地と侍浜天然クロマツ林見学」の

タイトルで、森と緑の研究所試験地(県有保安林)を案内、森林
教室を実施した。参加川の会１４名、支署３名。

国有林担当 森林教室開催場所、テーマ等の決定、資料の作成、講師の派
部局・役割 遣。

連携協働相 参加者の募集・バスの手配
手先・役割

取組の結果、 開催回数が２０回を超えており、マンネリにならないよう今
反響、今後の 回は、開催場所、実施内容を検討し実施した。
課題等 今後の開催にあたっては、再度実施の内容等検討が課題であ

る。

ＰＲの実施状 川の会の活動は幾度か新聞に掲載され、国有林のＰＲにもな
況及びその期 っている。活動事例として詳しく掲載されれば、広く一般に国
待する効果 有林の果たしている役割を知ってもらう機会となる。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 地元自然保護団体主催の森林観察及び森林教室への協力（継続）

開催の挨拶〈春〉
森林教室風景〈春〉

説明風景〈春〉 試験林での説明〈秋〉

森林教室風景〈秋〉


